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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第72期
第１四半期
連結累計期間

第73期
第１四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (百万円) 312,522 298,676 1,263,708

経常利益 (百万円) 5,034 3,512 23,732

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,413 2,271 16,230

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △2,562 6,770 14,414

純資産額 (百万円) 210,263 237,208 231,009

総資産額 (百万円) 667,562 677,322 670,827

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 50.08 32.21 233.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 43.80 29.61 208.55

自己資本比率 (％) 31.47 35.00 34.41
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

なお、非連結子会社であった共創未来ファーマ株式会社の重要性が増したため、当第１四半期連結会計期間より連

結の範囲に含め、四半期連結財務諸表を作成しております。

これに伴い、新たな報告セグメントとして「医薬品製造販売事業」を追加しております。詳細は、「第４　経理の

状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）経営成績の状況

当第１四半期における医療用医薬品市場は、2020年４月の薬価改定やジェネリック医薬品使用促進をはじめとする

医療費抑制策の影響に加えて、国内外の経済活動の停滞を余儀なくされた新型コロナウイルスの感染リスクを警戒し

た患者様の受診抑制や緊急事態宣言下での営業活動自粛の影響により厳しい環境下で推移しました。

このような状況において、当社グループは、医療・健康・介護に携わる企業集団として、「非常時においても医薬

品等を安定供給する」という当社グループの社会的使命の下、医療提供体制を維持すべく医薬品等の安定供給を最優

先とした活動に努めました。また、当社グループのパート・派遣社員を含む全従業員に対して当事業年度上期に必要

な枚数のサージカルマスクを配布するなど従業員の安全と感染拡大防止のための施策を行いました。

災害時広域防災拠点としての役割を果たす東京都大田区の京浜トラックターミナル内総合物流センター「ＴＢＣダ

イナベース」については、2020年秋の稼働を目指し建設を進めております。

また、当社連結子会社である東邦薬品株式会社が、2019年11月27日に独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）

を発注者とする医療用医薬品の入札に関し、独占禁止法の疑いがあるとして、公正取引委員会による立入検査を受け

たことを厳粛に受け止め、コンプライアンスの再徹底を図っており、2020年７月３日に具体的なコンプライアンス強

化のための取り組みについて公表いたしました。

当第１四半期の連結業績は、売上高298,676百万円（前年同期比4.4％減）、営業利益1,772百万円（前年同期比

48.2％減）、経常利益3,512百万円（前年同期比30.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益2,271百万円（前年

同期比33.4％減）となりました。

 

セグメントの業績の概略は以下のとおりです。なお当連結会計年度より共創未来ファーマ株式会社を新たに連結子

会社としたことに伴い、セグメント区分に医薬品製造販売事業を追加しております。

 

医薬品卸売事業においては、緊急事態宣言下での営業活動を原則自粛し、医薬品の安定供給を最優先とした活動を

行いました。また、薬局本部システム『ミザル』を活用した配送回数の最適化や、納品時に検品を行わない「ノー検

品」の推進など、顧客・当社双方の感染リスクと業務負担を軽減する非接触型配送ビジネスモデルを推進いたしまし

た。さらに初診受付サービスやFuture ENIFをはじめとする顧客支援システムの推進やワークスタイルの変革と業務プ

ロセスの見直し等による経費削減にも取り組みました。しかしながら新型コロナウイルスへの感染を警戒した患者様

の受診抑制と緊急事態宣言下での営業自粛の影響により、当第１四半期の医薬品卸売事業の売上高は287,635百万円

（前年同期比4.4％減）、セグメント利益（営業利益）は2,155百万円（前年同期比35.2％減）となりました。

調剤薬局事業においては、調剤報酬改定への対応に取り組むとともに、顧客支援システムを活用した店舗業務の効

率化や標準化による収益性の改善に取り組みましたが、患者様の受診抑制に伴う処方箋応需枚数の減少により、売上

高は22,512百万円（前年同期比5.1％減）、セグメント利益（営業利益）は118百万円（前年同期比82.2％減）となり

ました。

医薬品製造販売事業においては、今年６月の薬価追補収載においてジェネリック医薬品７成分22品目を新たに発売

するなど、高品質・高付加価値のジェネリック医薬品の安定供給とともに製品ラインナップの拡充を図り、2020年６

月末時点でのジェネリック医薬品の販売製品は81成分192品目となりました。この結果、売上高は2,248百万円、セグ

メント利益（営業利益）は341百万円となりました。

治験施設支援事業においては、売上高は37百万円（前年同期比28.0％減）、セグメント損失（営業損失）は103百万

円、情報機器販売事業においては、売上高は206百万円（前年同期比9.2％減）、セグメント損失（営業損失）は59百

万円となりました。
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（注）セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高を含んでおります。

 
（２）財政状態の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.5％減少し、475,498百万円となりました。これは、現金及び預金が5,381

百万円増加し、受取手形及び売掛金が5,528百万円、商品及び製品が1,680百万円それぞれ減少したこと等によりま

す。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて4.6％増加し、201,824百万円となりました。これは、有形固定資産が2,332

百万円、投資有価証券が5,467百万円それぞれ増加したこと等によります。

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.0％増加し、677,322百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて0.3％減少し、376,933百万円となりました。これは、短期借入金が2,025百

万円増加し、支払手形及び買掛金が2,528百万円減少したこと等によります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.2％増加し、63,181百万円となりました。これは、その他のうち繰延税金

負債が1,939百万円増加したこと等によります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.1％増加し、440,114百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.7％増加し、237,208百万円となりました。これは、利益剰余金が1,592

百万円、その他有価証券評価差額金が4,498百万円それぞれ増加したこと等によります。

 
（３）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　

（４）研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 192,000,000

計 192,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 78,270,142 78,270,142
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株でありま
す。

計 78,270,142 78,270,142 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、2020年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2020年４月１日～
2020年６月30日

― 78,270 ― 10,649 ― 46,177
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である2020年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

2020年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式 7,747,600
 

― ―

（相互保有株式）
普通株式 34,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 70,429,600
 

704,296 ―

単元未満株式 普通株式 58,942
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 78,270,142 ― ―

総株主の議決権 ― 704,296 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株(議決権の数３個)含まれておりま

す。

 

② 【自己株式等】

2020年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
提出会社

東京都世田谷区代沢
５－２－１

7,747,600 ― 7,747,600 9.90

（相互保有株式）
酒井薬品株式会社

東京都三鷹市野崎
１－11－22

33,000 ― 33,000 0.04

（相互保有株式）
株式会社ヤマトメディカル

熊本県熊本市北区武蔵ケ
丘７－２－55

1,000 ― 1,000 0.00

計 ― 7,781,600 ― 7,781,600 9.94
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2020年４月１日から2020年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 84,219 89,601

  受取手形及び売掛金 285,548 280,020

  有価証券 10 10

  商品及び製品 75,679 73,999

  原材料及び貯蔵品 - 165

  その他 32,838 32,127

  貸倒引当金 △337 △425

  流動資産合計 477,958 475,498

 固定資産   

  有形固定資産 96,399 98,732

  無形固定資産   

   のれん 760 655

   その他 3,843 4,780

   無形固定資産合計 4,604 5,436

  投資その他の資産   

   投資有価証券 80,351 85,819

   その他 13,930 14,230

   貸倒引当金 △2,416 △2,394

   投資その他の資産合計 91,865 97,655

  固定資産合計 192,869 201,824

 資産合計 670,827 677,322
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 355,140 352,611

  短期借入金 2,666 4,692

  未払法人税等 5,267 1,462

  賞与引当金 3,392 4,804

  役員賞与引当金 82 20

  返品調整引当金 287 261

  資産除去債務 20 20

  その他 11,144 13,059

  流動負債合計 378,000 376,933

 固定負債   

  社債 20,063 20,058

  長期借入金 19,223 18,594

  退職給付に係る負債 2,042 2,229

  資産除去債務 1,142 1,153

  その他 19,345 21,145

  固定負債合計 61,817 63,181

 負債合計 439,818 440,114

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,649 10,649

  資本剰余金 49,271 49,378

  利益剰余金 165,745 167,338

  自己株式 △15,785 △15,783

  株主資本合計 209,881 211,584

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 25,469 29,968

  土地再評価差額金 △4,507 △4,507

  その他の包括利益累計額合計 20,961 25,460

 新株予約権 166 163

 純資産合計 231,009 237,208

負債純資産合計 670,827 677,322
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 312,522 298,676

売上原価 284,841 273,387

売上総利益 27,681 25,288

販売費及び一般管理費   

 役員報酬及び給料手当 10,506 10,140

 賞与引当金繰入額 1,783 1,357

 役員賞与引当金繰入額 17 20

 退職給付費用 64 59

 福利厚生費 2,033 1,901

 車両費 268 214

 貸倒引当金繰入額 △11 66

 減価償却費 1,345 1,211

 のれん償却額 164 105

 賃借料 1,769 2,066

 租税公課 575 551

 仮払消費税の未控除費用 1,328 1,631

 その他 4,414 4,189

 販売費及び一般管理費合計 24,261 23,515

営業利益 3,420 1,772

営業外収益   

 受取利息 16 14

 受取配当金 521 529

 受取手数料 806 810

 負ののれん償却額 2 -

 持分法による投資利益 0 5

 その他 355 533

 営業外収益合計 1,702 1,894

営業外費用   

 支払利息 7 19

 不動産賃貸費用 63 61

 その他 17 73

 営業外費用合計 88 153

経常利益 5,034 3,512
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           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

特別利益   

 固定資産売却益 11 1

 事業譲渡益 13 -

 その他 1 0

 特別利益合計 26 1

特別損失   

 固定資産処分損 31 6

 減損損失 22 7

 投資有価証券売却損 - 8

 投資有価証券評価損 - 12

 その他 - 1

 特別損失合計 54 35

税金等調整前四半期純利益 5,007 3,478

法人税、住民税及び事業税 2,181 1,755

法人税等調整額 △587 △548

法人税等合計 1,594 1,206

四半期純利益 3,413 2,271

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,413 2,271
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純利益 3,413 2,271

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △5,966 4,478

 持分法適用会社に対する持分相当額 △9 19

 その他の包括利益合計 △5,975 4,498

四半期包括利益 △2,562 6,770

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △2,562 6,770

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　 該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したため共創未来ファーマ株式会社を連結の範囲に含めておりま

す。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　　該当事項はありません。

 

(追加情報)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した、新型コロナウィルス感染症の今後の広がり方や収

束時期等を含む会計上の見積りの仮定について、感染拡大の収束時期は見えないものの緊急事態宣言により制限さ

れた経済活動が再開されている状況を踏まえ、現時点では重要な変更は行っておりません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)、のれんの償却額及び負のの

れんの償却額は、次のとおりであります。
　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

減価償却費 1,345百万円 1,327百万円

のれんの償却額 164百万円 105百万円

負ののれんの償却額 2百万円 ―
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月９日
取締役会

普通株式 1,022 15 2019年３月31日 2019年６月７日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　　

 

当第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月14日
取締役会

普通株式 1,410 20 2020年３月31日 2020年６月10日 利益剰余金
 

（注）１株当たり配当額には持株会社制移行10周年記念配当５円が含まれております。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

 

報告セグメント
調整額
 (百万円)
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額　
(百万円)
（注２）

医薬品
卸売事業
(百万円)

調剤薬局
事業
(百万円)

治験施設
支援事業
 (百万円)

情報機器
販売事業
(百万円)

計
 (百万円)

売上高        

(1) 外部顧客に対する
売上高

288,655 23,641 51 174 312,522 ― 312,522

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

12,240 70 ― 53 12,364 △12,364 ―

計 300,896 23,711 51 227 324,887 △12,364 312,522

セグメント利益又は損失（△） 3,324 663 △1 △61 3,924 △504 3,420
 

 (注) １．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間の内部取引の消去、未実現利益の消去及び全社費用に

よるものであります。

 ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

 

報告セグメント
調整額
 (百万円)
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額　
(百万円)
（注２）

医薬品
卸売事業
(百万円)

調剤薬局
事業
(百万円)

医薬品製造
販売事業
(百万円)

治験施設
支援事業
 (百万円)

情報機器
販売事業
(百万円)

計
 (百万円)

売上高         

(1) 外部顧客に
   対する売上高

275,309 22,511 656 37 161 298,676 ― 298,676

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

12,326 0 1,591 ― 44 13,963 △13,963 ―

計 287,635 22,512 2,248 37 206 312,639 △13,963 298,676

セグメント利益又は損
失（△）

2,155 118 341 △103 △59 2,451 △679 1,772
 

 (注) １．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間の内部取引の消去、未実現利益の消去及び全社費用に

よるものであります。

 ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 
３．報告セグメントの変更等に関する事項

　　 当第１四半期連結会計期間から共創未来ファーマ株式会社を連結の範囲に含めたことにより、「医薬品製

造販売事業」を報告セグメントに追加しております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 50円08銭 32円21銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 3,413 2,271

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益金額(百万円)

3,413 2,271

普通株式の期中平均株式数(株) 68,149,758 70,511,405

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 43円80銭 29円61銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) △4 △3

 (うち受取利息(税額相当額控除後)(百万円)) (△4) (△3)

普通株式増加数(株) 9,668,533 6,080,647

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

2020年５月14日開催の取締役会において、2020年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末

配当を行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　 　　 1,410百万円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　 　　　   20円

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　 　2020年６月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年８月14日

東邦ホールディングス株式会社

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 

東　京　事　務　所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐　　藤　　明　　典 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　　村　　竜　　平 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　川　　浩　　徳 ㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東邦ホールディ

ングス株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４月１日

から2020年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東邦ホールディングス株式会社及び連結子会社の2020年６月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ
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ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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